
令和5年度江東区まなびサポート事業（まなび塾）業務委託に係るプロポーザル　質問と回答

No 資料名 質問内容 回答

1 実施要領 本事業における本年度の受託事業者と受託金額をご教示ください。
受託事業者：株式会社トライグループ

受託金額：54,066,100円

2 仕様書
本事業における本年度までの成果（達成事項）と来年度以降の課題

（未達成事項）についてご教示ください。

成果としては、参加者が年々増加しており、会場数を増やす等で対

応、より多くの参加者に学習の機会を提供してきました。またコロナ

禍においても対面授業の休止期間が発生しましたが、オンライン等を

活用し、継続して学習支援を行いました。

課題としては、参加者個々の支援に対する成果について、指標となる

ものが乏しく、事業の効果がわかりにくい側面がありました。

3 仕様書
本事業の対象者となる児童の抱える課題について、特筆すべき事項等

があればご教示ください。

生活習慣や学習環境、また本人の特性など、学習習慣を身に着ける前

段階に課題をもつことがあります。

4 仕様書
令和3 年度・令和4 年度それぞれの本事業の対象者数（登録者数）を拠

点ごとかつ学年ごとにご教示ください。

5 その他
令和3 年度・令和4 年度それぞれの本事業の参加者数の平均値と最大値

を拠点ごとにご教示ください。

※夏期・冬期講習、オンライン開催は除く

6 その他
令和3 年度・令和4 年度それぞれの訪問型学習支援の対象者数（登録者

数）を学年ごとにご教示ください。

※小学生は令和4年度から実施

7 その他
令和3 年度・令和4 年度それぞれの訪問型学習支援の延べ実施回数をご

教示ください。

令和3年度：666回

令和4年度（11月末）：742回

8 その他
令和3 年度・令和4 年度それぞれの学習支援員の配置数の平均値・最大

値・最小値を拠点ごとにご教示ください。

9 その他
令和3 年度・令和4 年度それぞれのイベントの実施回数と参加者数、内

容をご教示ください。

令和3年度：各会場・対象ごと1回、総参加者数59名

令和4年度（11月現在）各会場・対象ごと1回　参加者総数64人

内容：自己分析を行うことで将来のキャリアを考える

10 仕様書

6-（1）-④　「偏差値など客観的に学力を把握できる学力テスト」

「志望校判定が可能なテスト」とありますが、委託費から支払い、外

部の模擬試験等を受験することは差し支えないでしょうか。その場合

受験場所や日時は当該模擬試験の指定場所・日時となっても差し支え

ないでしょうか。

ともに差し支えありません。

11 仕様書

6-（1）-④　令和3 年度・令和4 年度それぞれの「偏差値など客観的に

学力を把握できる学力テスト」「志望校判定が可能なテスト」の実施

回数をご教示ください。また外部の模擬試験を活用している場合は、

その実施回数をご教示ください。

「客観的に学力を把握できる学力テスト」は今回の仕様書から表記し

ています。

理解度テストは年2回、4～5月と1～2月に実施しました。どちらも志

望校判定を兼ねています。

12 その他

区内全中学生に配布されているタブレット端末を活用した支援は可能

でしょうか。その場合独自にソフトをインストールすることは端末の

仕様上可能でしょうか。

内容によりますので、事前協議が必要です。また、端末にアプリ等を

インストールすることはできません。



No 資料名 質問内容 回答

13 仕様書

5 本事業の対象者

「定員は全体で140名程度」と記載がありますが、会場型の概ねの人数

を合計すると、140名程度となります。

この場合、訪問型の参加者30名は上記とは別途で定員を設けており、

延べ人数170名となるという理解でよろしいでしょうか。

ご理解のとおりです。

14 仕様書

5 本事業の対象者

会場型の支援と、訪問型の支援で参加対象者はどのようにコースを選

択されるのでしょうか。

方法と共に、2つの支援形態に分けられた背景や、訪問型の支援を受け

る児童・生徒の特性（不登校傾向にあるなど）など、ご教示いただけ

ますと幸いです。

参加者の判断によります。

事業開始当初は会場型のみでしたが、会場まで来られない、グループ

は少人数単位であっても多くの人がいる場所に行けない（落ち着けな

い）等、申し込みをしても参加できず退塾する生徒がいたことから、

訪問型を開始しました。特性については、すべてではありませんが前

述の事情が背景にあることがあげられます。

15 仕様書

5 本事業の対象者

会場ごとの参加（登録）人数と、学年ごとの内訳について、過年度の

実績を参考にご教示ください。

No. 4・5をご参照ください。

16 仕様書

6 業務内容 (1)事業の実施 ①学習支援

「授業時間：1回あたり120分」と記載がありますが、会場型では小学

生、中学生、高校生すべて同一の時間帯での実施でしょうか。

また、各会場の実施時間を過年度の実績からご教示ください。

いずれの教室も小学生は16：00～18：00、中高生は18：30～20：30

の実施です。

17 仕様書

6.業務内容 (1) ① 学習支援

また感染症拡大等、不足の事態により事業の実施が困難となった場

合、甲と協議の上、オンライン等で実施する。

と記載がございますがオンライン等での実績がありましたらどのよう

な形式で実施したか、ご教示ください。

令和3年度（5～8月／1～3月）生徒と講師をオンライン通話アプリ

（ZOOM）でつないで実施しました。

18 仕様書

6.業務内容(1) ② 夏期・冬期講習

支援形態や支援の時間、時間帯については通常の支援と同様という理

解でよろしいでしょうか。

原則的にはご理解のとおりです。

19 仕様書

6.業務内容(1) ④ 各種テストの実施

「中学３年生に対しては志望校判定が可能なテストを行う。」とあり

ますがVもぎ等の外部模試を活用することは可能でしょうか。

可能です。

20 仕様書
6.業務内容(3)その他業務について①事業周知用チラシの作成

チラシの納品日の目安をご教示ください。

翌年度の募集に使用するものです。2月から募集を開始する場合、原

稿は12月中、納品は1月下旬を目安としています。

21 その他

その他①

学習支援に使用する備品一式を保管するスペースを各会場にご用意い

ただくことは可能でしょうか。

会場の都合上、保管スペースを用意することはできません。

22 その他

その他②

貴区ホームページに掲示されている今年度の「まなび塾」の案内文書

において「休憩時間におやつを出す」との記載がございます。これは

受託事業者によって行われているものでしょうか。また、その場合は

これまでのおやつの内容、回数等をお示し下さい。併せて、おやつの

提供は来年度事業においても行政及び参加者にとって継続して望まれ

ているという理解で宜しいでしょうか。その場合アレルギー等への対

応方針や、責任に関しても現状どのように取り組まれているかご教示

ください。

事業を開始した当初より、事業者によって行われています。今年度は

市販のものを授業終了時に配布し、アレルギー等については事前に保

護者の方にヒアリングの上、配布しています。

おやつの提供については、仕様書で指定しているものではありませ

ん。提供の可否や考え方については、提案書でお示しください。


